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【目的】呼吸器内科Ａ病棟では、転倒転落アセスメントスコアシートを用いて転倒転落のリスクを評価し、転

倒予防対策を行っているが、転倒をなくす事は難しい。そこで呼吸器内科疾患と転倒転落の関係性があ

るのではないかと考え、転倒転落の要因と傾向を明らかにすることを目的とした。 

【方法】2017年 4月１日から 2018年 3月 31日の転倒した患者 17名のインシデントレポート、主観的包

括的評価（以下ＳＧＡとする）、転倒転落アセスメントスコアシートを比較し転倒転落に関係していると考え

られることを、先行研究を元に研究者間で 12項目設定し、その中で変化した項目を抽出し単純集計し

た。 

【結果と考察】転倒した患者の入院時と転倒後のスコアで数値が変化した項目は「認識力」「薬剤」「排泄」

「患者特徴」で、「感覚」「運動機能障害」の項目は変化がなく、目に見える運動機能低下がなくても、見当

識障害や判断力の低下が転倒転落に繋がることを示している。疾患は肺がんが 10名で、内訳として化

学療法中３名、医療用麻薬使用中２名だった。ＳＧＡ増加の人は 13名だった。化学療法の副作用として、

悪心・嘔吐、倦怠感が起こりやすく、ＳＧＡの増加が活動に影響するのではないかと考える。また、医療用

麻薬の使用は、苦痛緩和のために必要である反面、眠気等の副作用が、認知機能や歩行に影響を及ぼ

すと考える。入院日から転倒発生までの日数は 10日以内が 59％で、転倒転落スコアの低い患者も含

め、患者の状態や性格が把握できる入院後 1週間に再評価することは転倒転落の軽減に繋がると考え

る。転倒した時間で多かったのは 9:15～17:15で、看護師の勤務している人数が夜勤より多いにも関わら

ず、7名が転倒していた。患者の状況は日々変化するため、転倒転落スコアのみでは転倒リスク評価は

不十分であり、看護師の経験や力量によって対応に差が生じている状況が明らかになった。今後は患者

の特性や傾向に合わせ、「行動が落ち着かない」「何事も自分でやろうとする」という患者特徴をとらえ、適

切な転倒予防対策をとることが重要である。 

【結論】1．転倒した患者の要因として、転倒転落アセスメントスコアシートの比較からは「認識力」と「排泄」

であることが示唆された。2．転倒した患者の傾向として、ＳＧＡの増加、入院後 10日以内の転倒、日勤帯

での転倒、担当看護師経験年数の少なさが見られた。 


